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2018 年 1 月 17 日 

伊藤公孝(第 23 期分科会委員長) 
 
 
委員および役員 

委員４１名（「提言」名簿をご覧下さい）で構成。 

委員長(伊藤公孝)、副委員長(五神真)、幹事(河野公俊、森初果)。 
 
分科会 
５回の分科会を開催した。 
 
主な活動 
(1) 提言 WG（河野公俊主査） 
(2) 物理教育研究 WG（覧具博義主査） 
(3) シンポジウム：「物性物理学・一般物理学分野の発展と大型・大規模研究計

画」を開催（2016 年 3 月 11 日） 
(4) 物理学会との連携シンポジウムに協力、「拡大物性委員会」との連携 
 
意思表出 
提言 「物性物理学・一般物理学分野における学術研究の発展のために」をまと

め公表した（2017 年 9 月 8 日）。 
 
物理教育研究 WG 活動とりまとめ 
 物理教育研究 WG 活動では、今期の活動報告書をとりまとめた（別添）。 
 23 期に参照基準（何を教えるのか）が出来た。この WG では、どのように教

えれば良いか、という研究の重要性を実証。エビデンスをまとめた。実際に大

学の物理学教育に携わるものは、物一分野が多いので、本分野で検討を始めた。

24 期は、次のステップの検討に進んでもらいたいと分科会で意見集約。関連し

て、物理学委員会に申し送りを希望。 
 
申し送り 
 物理教育研究 WG 今期の活動をふまえ、物理学委員会に対し、「物理教育研究」

について 24 期では物理学委員会でのご検討をお願いしたく、物理学委員会の申

し送りに含めていただきたいと希望を述べた。 
 
その他 

 22 期迄は物性研の委員など物一分科会への推薦依頼があり、審議手順が整理

され候補の選考などが行われて来たが、23 期では物理学委員会で選考された。 
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